
































































ける」が掛けられており、 「ほのぼのと明石の浜で夜が 」 、浜から辺







客は仙人也、むらさきの霞の舟、 をきかすみのふねに れり」だ。 「霞の船」 が乗るものと考えられる。 「ほ ぼの 」は 構造からみて「たなびくや」にかかっていると考え のが自然で、上三句を「ほのぼのと春の波に霞がたなびいている」 いう解釈 出来る。また、１と同じく春の浪と船が詠みこまれている。
以上から、後鳥羽院詠以前の「ほのぼのと」と「春」が詠みこまれて
いる歌は、 「明石 浜」 「和歌の浦」などの水辺 風景を歌っているもが多く、それに伴い「浪」や「船」の語が使用 れ 傾向にあ ことがわかった。さらに ほのぼの 」 修飾している語だが、１は「明けていく空の様子」を、１以外では 霞」 なり、そのような先例から後鳥羽院詠でも「ほのぼのと」が「霞 」にか と う文法的には不自然な説 浸透したのだろう。後鳥羽院もこれらの先例を見てい
─ 28 ─



















































































































































天の香具山」 （持統天皇） 、巻第十 ・一八一二・春雑歌「久
方の天芳山この夕霞たなびく春立つらしも」 （人麻呂詠）であった。舒明天皇 国見歌は、国見という行為の場所が天の香具山となっ お極めて政治性が高い歌であ とは既に述べた。持統天皇詠は、季節の到来を発見する歌で、 れもやはりただの叙景歌に どまらず政治性を帯びていると考え のが妥当だろう。人麻呂詠は、後鳥羽院詠の本歌となった歌で、歌っている景色が非常に似通っている。また、巻第十春


































































歌が続き、さらに左注には「右今案、遷二都寧楽一之後怜レ旧作二此歌一歟（右、今案ふる 、都を寧楽に遷したる後に旧 ぬるを びて の歌を作るか） 」の一文が添えられていた。左注 併せ 考え 、この歌では、奈良が旧都と 大宮人がいなくなった様子が、美 いまま変わらない自然と対比させられていると解釈できる 初句と二句の「天の
─ 30 ─





うことを定義するように始まり、以下、春の風景が畳みかけるように詠まれている。歌から直接的な為政者（帝）の影はうか えないが、 「旧都」という政治の中心地であった事実を踏まえたうえで 詠作だと考えられ、この歌の中で香具山は政治性を帯びていると考えられるだろう。
一〇九六の 「昔者の…」 は、 「詠レ山」 という一連の歌群の中に位置する。




（ 『詞花和歌集』巻十 ・ 三七九・雑下）
のみであった。詞書から、勝負事の際に崇徳院が中宮方の女房に立って詠んだものだとわかる。 「香具山の方から上る日が我が方（中宮方）に差す」つまり、帝の力が日の光に重ねられているのである。香具山が神聖視され、帝の権力と結びついていることが読み取れ、ここでの天の香具山には政治性があると言える。
以上『萬葉集』と『詞花和歌集』の「天の香具山」の用例を確認した。





巻頭歌ではない。巻頭歌の作者・藤原良経は、建久二年以後 後鳥羽院からの信任を得て摂政となった人物である。和歌所の寄人筆頭で、 『新古今和歌集』 編纂にも深く関与しており、 仮名序の執筆も行っている。 『後鳥羽院御口伝』の良経評「故摂政は、たけをむねとして、諸方を兼ねたりき。いかにぞやと見る詞のなさ、歌ごとに由あるさま、不可思議なり
─ 31 ─
き。百首などのあまりに地歌もなく見えしこそ、かへりては難ともいひつべかりしか。秀歌のあまり多くて、両三首などは書きのせがたし」から、歌に対する評価も極めて高かったことが知られている。「天の香具山」が詠みこまれており、かつ、後鳥羽院が絶対に目にしていたであろう良経の歌が一首 る。 『秋篠月清集』院初度百首・七〇〇「ひさかたの雲居に春の立ちぬれば空にぞ霞む天の香具山」だ。この良経詠が二番歌の参考歌として指摘されていることは既に述べた通りだが、ここでは、後鳥羽院の 政治性を二つの良経詠 の照応という面から考えていきたい。まず、 巻頭歌と二番歌の繋がりを見ていく。巻頭歌で詠まれた「吉野」























っている。ここで注目したいのが、春の訪れへの目線である。良経 春の訪れを、 「雲居に春が来ていることが見て取れる」とい 「証拠」から、 「天の香具山が空 霞んで見え 」 いう春 訪 「結果げている。一方の後鳥羽院は、まず春が来た しいという「結果」を告げ、そのあとに「香具山 霞がたなびい る と の 証拠」を挙げている。結果と証拠の順番が逆であるにも関わらず、詞が詠みこまれている順番は同じで しかも、 『萬葉集』以降、詠まれることが少なくなっ た「天 香具山」が詠みこまれているという共通点も
─ 32 ─











































































北村季吟 『八代集抄』 （ 『新古今古注集成』 近世旧注編































谷知子校注『秋篠月清集』 （ 『 文学大系
60』 ・明治書院・二〇一三年）
辻浩和「院政期における後鳥羽芸能の位置─後白河芸能との関係を中心に 」（ 『史學雜誌』
 第一一六号・二〇〇七年七月）
